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これまで以上に、品質向上を含めた、 

EMC・製品安全に対する取り組み強化が必要である 

◆ スマート社会におけるEMC・製品安全試験 
消費者は、節電協力・努力、製造業者は、よりエネルギー効率のよい製品を市場に提供しなけれ
ばならないが、効率の良い製品を市場に提供しても、暮らしに支障を及ぼしては意味がない。 

今回、ＥＭＣ・製品安全試験サービスを通じ、スマート社会実現を意識した規制動向と試験につい
て紹介する。 

車載 
CISPR25 

ISO11452s 
JASOD001-94 

情報・通信 
CISPR22,24 
IEC60950s 

工業環境 
IEC61000-6-2,4 

IEC60204s 

住宅環境 
IEC61000-6-1,3 

IEC60335s 

医療 
IEC60601s 

計測・分析 
IEC61326s 
IEC61010s 

LED照明 
CISPR15 

 IEC61547 
 IEC60598 

船舶 
IEC60945 

待機電力 
IEC62301 

鉄道 
IEC62236s 
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・LED照明の国内法制化ついて（１） 

◆ 国内法制化（電気用品安全法における基準の改正） 

「エルイ－ディ－ランプ」 及び 「エルイ－ディ－電灯器具」が新たに規制対象に追加された  

  施行 平成２４年７月１日 

・技術基準の改正概要 

  白熱電球や白熱電灯器具の技術基準を参考とし、回路設計による「ちらつき防止」や 

  長寿命製品であることから「安全に関する設計」等が要求された 

今回の改正では省令第1項のみ規定 

・技術基準の種類 

 省令第1項 

   －日本独自の基準 

   －電気用品名ごとに基準が定められている 

 省令第2項 

   －国際規格（IEC)に整合した基準 

   －製品の使用目的などを考慮して基準を選択する必要がある 

  ＊必ずどちらか一方を適用  

   雑音強さ（EMC）は省令1項、製品安全は省令2項という適用はできない 

LED照明は、節電及びCO2削減効果等により、身近な節電アイテムとして注目されている 
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白熱灯 蛍光灯 LED灯 

電球型 白熱電球 蛍光ランプ LEDランプ 

スタンド型 電気スタンド 

つり下げ型 
その他の 

白熱電灯器具 

家庭用つり下げ型 

蛍光灯器具 
LED電灯器具 

携帯（充電式） 充電式携帯電灯 

手持ち型 ハンドランプ 

広告用 広告灯 

庭園用 庭園灯器具 

装飾用 装飾用電灯器具 

その他 
その他の 

白熱電灯器具 

その他の 

放電灯器具 
LED電灯器具 

資料 電気製品安全センター 

＊従来の電気用品名に、 

   光源の種類が入っていないものは 

 光源がLEDであっても、 

       従来の電気用品名に該当 

・対象範囲 

 ・定格電圧：AC100V以上300V以下 

 ・定格周波数：50Hz／60Hz 

「エルイーディーランプ」 

 ・定格消費電力が１W以上のもの 

 ・1つの口金を有するもの 

「エルイーディー電灯器具」 

 ・定格消費電力が１W以上のもの 

 ・防爆型を除く 

電気スタンド 装飾用電灯器具 

例 

電球型LEDランプ 

特定外電気用品 

  対象 

直管型LEDランプ 

電気用品安全法 

規制対象外 

・LED照明の国内法制化ついて（２） 
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共通事項と個別事項の両方に適合する必要がある ･技術基準要求 

イ . 構造  
 （ｲ）口金等の導電部（銅又は銅合金)  
 （ﾛ）口金のかん合部の寸法（JIS C 7709-1適合） 
 （ﾊ）電源遮断時の電圧  
 （ﾆ）光出力は、ちらつきを 感じないものであること  
 （ﾎ）発煙・発火等火災に関連する故障 
 ロ . 絶縁性能  
 ハ . 口金の接着強さ  

イ . 構造  
  （ｲ）屋外用のもの（防水構造） 
  （ﾛ）グローブ、カバー等を有するもの（塵埃等） 
  （ﾊ）回り止め又は緩み止め 
  （ﾆ）プルスイッチを有するもの 
  （ﾎ）陶磁器、ガラス等の割れるおそれのある材料を用いたもの 
  （ﾍ）屋外用の電源電線（断面積 0.75mm

2
) 

  （ﾄ）器具の質量が3kgを超えるもの(電源電線でのつり下げ禁止） 
  （ﾁ）器具の質量が5kgを超えるロゼットの電気接続部 
  （ﾘ）つり下げ型のもの 
  （ﾇ）光出力は、ちらつきを 感じないものであること 
  （ﾙ）発煙・発火等火災に関連する故障 
 ロ . 絶縁性能  
 ハ . 平常温度上昇 
 二 . 熱変形 
 ホ . 耐衝撃性 
 へ . 機械的強度 
  （イ）器具の質量の4倍の引帳荷重 
  （ロ）引きひもを有するもの 

◆エルイーディー電灯器具の個別事項 

◆エルイーディーランプの個別事項 

(1) 材料  

(2) 構造  

(3) 部品および附属品  

(4) 消費電力等の許容差  

(5) 雑音の強さ  

(6) 電圧変動による運転性能  

(7) 二重絶縁構造  

(8) 始動特性(電動機がある場合)  

(9) 漏えい電流測定  

(10) ブラウン管及びその附属品  

(11) 太陽電池モジュール  

(12) 表示  

◆共通事項  

ＬＥＤ照明に対するＥＭＣ安全試験サービス 

 ･特定外電気用品   おける、エルイーディーランプ・エルイーディー電灯器具の試験 

 ･直管型照明等の規制対象外の製品に対しても、市場でのリスクを踏まえ 

   国際規格（IEC）や電球工業規格（JEL)を引用した試験提案・検証評価を提供いたします 

・LED照明の国内法制化ついて（３） 
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エミッション 

Ｎｏ 
試験項目

名 
試験内容 

1 放射 

30-230MHz ; 30dB 

230-300MHz ; 37dB 

～1000MHz ; 37dB※ 

2 電力 30-300MHz;QP55dBpW 

 

 

3 伝導 

0.5265-5MHz;QP56dB 

5-30MHz;QP60dB 

9kHz-50kHz ; QP110dB, 

50kHz-150kHz ; QP90-80dB 

0.15-0.5MHz ; QP66-56dB/ 

AV56-46dB 

0.5-5MHz ; QP56dB/AV46dB 

5-30MHz ; P60dB/AV50dB 

4 
低周波放
射 

9kHz-70kHz;88dBμA 

70kHz-150kHz;88-58dBμA 

0.15-3MHz;58-22dBμA, 

3-30MHz;22dBμA 

・LED照明のＥＭＣ試験 ご提案例 

イミュニティ 
Ｎｏ 試験項目名 試験内容 

5 静電気 
接触±4kV 

気中±8kV 

6 放射性 3V/m 

7 商用磁界 3A/m 

8 
ﾌｧｰｽﾄ・ﾄﾗﾝ
ｼﾞｪﾝﾄ 
/ﾊﾞｰｽﾄ 

±1kV 

9 雷サージ 
ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞ
±0.5kV 

ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞ±1kV 

10 伝導性 3Vr.m.s 

11 ﾃﾞｨｯﾌﾟ/瞬停 
70V200ms 

0V/10ms 

品質向上の為、電気用品安全法+国際規格＋推奨（OEG)での試験をご提案します 
青：電気用品安全法 

黒：国際規格 

赤：推奨（OEG) 
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◆車載EV・PHV車両でのＥＭＣ試験について（１） 

・ECE R10-04 （自動車のEMC規格） 

 概要  : 車載基準に一般基準が追加された  

       充電モードでの試験の条件追加 

              充電回路に対する試験項目が追加 

    ＊ECE規則 

      自動車の構造及び装置の安全に関する 

      統一基準の制定と相互認証を図る 

・国内での採択状況  

 道路運送車両の保安基準  

  2011年10月28日公布、即日施行 

   2016年8月1日以降に生産される新型車に適用 

   2016年10月28日以降に生産される継続生産車に適用 

充電時（商用電源に接続）は 

車載ＥＭＣ + 一般ＥＭＣに適合すること が必須 

車載EMC基準 一般EMC基準  

◆車と家庭環境の共存におけるEMC試験要求 

製品安全基準 

ECE :国際連合欧州経済委員会 

R10 :Regulation10（自動車EMC) 

EV・PHV車両等の普及により、車と家庭環境が一体化され、 

両環境での信頼性・品質維持が要求される 

  車載EMC + 一般EMC + 製品安全  



 © Copyright 2012 Oki Engineerig Co., Ltd.                                                                                                                                                                                                                                All rights reserved       9 

http://www.oeg.co.jp/ 

項目 対象 試験内容 参照規格 

Annex4 

車両 

広帯域放射エミッション CISPR12  

Annex5 狭帯域放射エミッション CISPR12  

Annex6 
アンテナ照射イミュニティ 

BCIイミュニティ 

ISO11451-2  

ISO11451-4  

Annex7 

部品 

広帯域放射エミッション CISPR25  

Annex8 狭帯域放射エミッション CISPR25  

Annex9 

アンテナ照射イミュニティ 

TEMCELLイミュニティ 

BCIイミュニティ 

ストリップラインイミュニティ 

ISO11452-2  

ISO11452-3  

ISO11452-4  

ISO11452-5  

Annex10 
伝導過渡エミッション 

伝導過渡イミュニティ 
ISO7637 

項目 対象 試験内容 参照規格 

Annex11 

車両 

AC電源線の 

高調波エミッション 

IEC61000-3-2 

IEC61000-3-12 

Annex12 
AC電源線の電圧変化、
電圧変動、 

フリッカエミッション 

IEC61000-3-3 

IEC61000-3-4 

Annex13 
AC/DC電源線の 

RF伝導エミッション 

CISPR16-2-1 

CISPR16-1-2 

Annex14 信号線のRFエミッション CISPR22 

Annex15 
AC/DC電源線への
EFT/Bイミュニティ 

IEC61000-4-4 

Annex16 
AC/DC電源線への 

雷サージイミュニティ 
IEC61000-4-5 

＋ 

車載機器に対するＥＭＣ試験サービス 

 ･車両部品として、自動車EMCと一般EMCの総合試験が提供可能です 

 ･自動車メーカ独自規格（プライベート要求）での試験対応していますのでご相談下さい 

◆EV・PHV車でのEMC試験要求内容（ECE-R10-04） 

車載EMC基準  一般EMC基準 （追加項目） 

◆車載EV・PHV車両でのＥＭＣ試験について（２） 
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エネルギー多消費機器のうち省エネ法で指定するもの
（特定機器）の省エネルギー基準を、基準設定時に商品
化されている製品のうち、最も省エネ性能が優れている機
器の性能以上に設定するもの 

OA機器の省エネルギー制度 （非強制） 

米国、日本、カナダ、EU、オーストラリア等が参加 

基準を満たす製品はロゴの使用を認める 

環境配慮設計でエネルギー関連製品の環境パフォーマンスを 

向上させるEUの規制 

実施措置の対象製品はCEマークをつけ規定に対して 

適合宣言する必要がある 

◆ 消費電力規制の紹介（１） 

◆消費電力を抑えるための各国の取り組み 

トップランナー基準 省エネラベル（国内） 

国際エネルギースター（国際） 

エコデザイン指令（ErP指令）（EU） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Ce-logo.jpg
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2005/32/EC EuP指令 ：Energy-using Products 

2009/125/EC ErP指令 ：Energy-related Products 

   エネルギー関連製品ついて環境配慮設計要求事項を定める枠組み指令 

具体的な規定は対象となる製品分野別の実施措置の施行により導入 

実施措置は現在12製品分野 

待機電力 ：（ＥＣ）No 1275/2008 

 ・テレビ ：（ＥＣ）No 642/2009       ・充電器、外部電源 ： （ＥＣ）No 278/2009    

 ・オフィス用照明 ：（ＥＣ）No 245/2009    ・街路灯 ： （ＥＣ）No 245/2009   

 ・モータ ： （ＥＣ）No 640/2009       ・サーキュレータ ： （ＥＣ）No 641/2009  

 ・家庭用冷蔵庫 （ＥＣ）No 643/2009      ・家庭用食器洗い機： （ＥＣ）No 1016/2010 

 ・家庭用洗濯機 （ＥＣ）No 1016/2010    ・簡易型セットトップボックス： （ＥＣ）No 1017/2010   

 ・家庭用照明 ： （ＥＣ）No 244/2009 

対象製品はCEマークをつけ規定に対して適合宣言する必要がある 

◆エコデザイン指令（ErP指令) 

欧州ＣＥ圏では、ＣＥ指令として具体的取り組みが行なわれている 

◆ 消費電力規制の紹介（２） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Ce-logo.jpg
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・適用範囲 
  家庭用とオフィス用の電気電子機器と下記の条件を全て満たす機器が対象 

   a)  単一機能ユニットとして市販し、最終使用者向けである 

   b)  付属書１のリストに該当 （製品分野別実施措置参照） 

   c)  意図する動作をするために主電源からのエネルギー入力に依存 

   d)  公称電圧定格が250V以下 

◆待機電力 実施措置（ErP指令）（１） 

◆待機電力 実施措置 

・待機電力規制の要求事項 

項目 2010年1月7日以降 2013年1月7日以降 

オフモード 1.00W以下 0.50W以下 

表示がない待機モード 1.00W以下 0.50W以下 

表示がある待機モード 2.00W以下 1.00W以下 

オフモード待機モードの可用性 備える 備える 

電力管理機能 要求なし 提供する 

オフモード  

 機器が主電源に接続され、かつ、 

 どのような機能も提供していない状態 

待機モード  

 機器が主電源に接続され、意図する  

 動作をするために主電源からのエネ 

 ルギー入力に依存し、かつ、再活性 

 化機能ならびに情報または状態の表 

 示のみ提供する状態 
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◆LCDモニタの待機電力（オフモード）測定 

1.27

1.69

0.83
0.90.96

0.47

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

2002製 2004製 2006年製 2008年製 2011年製

製造年

電
力

[W
]

― 1.0W以下(2010/1/7～) 

― 0.5W以下(2013/1/7～) 

【評価方法】 

 過去数年のLCDモニタについて 

 待機電力（オフモード）を測定 

【結果】 

 ･ 年々待機電力は小さくなる傾向 

 ･ 2011年度製については 

                 0.5W以下の製品もある 

◆待機電力 実施措置（ErP指令）（２） 

 製造業者は待機電力について考慮し、 

       設計する必要がある 
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【評価方法】 

 LOAD側オープンにて各種ノイズフィルターの 

 待機電力（オフモード）を測定 

【結果】 

実測では約20～30mW程度影響 

 （但し、コンデンサ負荷は電圧と電流の位相が90° 

                異なるため測定値精度は低い） 

 

規制ではW単位で少数第2位に丸めることから大きな影響なし 

LOAD 

E 
L 

CX 

CY 

CY 

CX R LINE 

ケース 

E 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

電
力

[m
W

]

A社 B社 C 社 D社

各メーカ
4社 型式が異なるものを3種類＝12サンプル 

◆待機電力 実施措置（ErP指令）（３） 

◆ノイズフィルタによる待機電力への影響 

提供：コーセル株式会社 

ノイズフィルタの例 

ErP（待機電力）・EMC試験・安全試験など
各規制について矛盾ない取り組みを行って
います 

http://www.cosel.co.jp/jp/products/sub06-6.html
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◆まとめ 

  ◆ 技術発展によって見込まれるＥＭＣ試験・安全試験規制への早期取り組み 

  ◆  第三者、公的認定・登録 試験所としての、試験・評価サービスの提供 

  ◆  企画・設計段階から、市場投入まで、サポートを提供  

  ◆  試験計画、対策支援・認証支援等、総合的ソリューションを提供  

ＯＫＩエンジニアリングでは、様々な分野での試験経験を活かし、品質確保に向け、ＥＭＣ試験、
製品安全試験、信頼性評価試験等、総合的にお客様のご要望にお応えしています 

ＥＭＣ試験/車載ＥＭＣ試験 

製品安全試験 

 事前検査／プリチェック   

 ソリューション 

  試験工程短縮  

設計段階からの  

製品チェック・検証 

試験実施  

認証支援 

スマート社会の実現に向けて、技術発展のみならず、 

EMC・製品安全・環境への配慮が必要 
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・ 車載電波暗室増設 

・ 大型シールドルーム増設 

・ 評価・実験室増設 

・ CBTL 試験サービス開始予定 

◆ 強化される機能 

   依頼試験 ： 試験評価期間の短縮 

   プリチェック ： 上流での対策支援 

   総合サーピス ： EMC+安全 

   検証試験 ： 装置の弱い部分の洗い出し 

 

   ◇車載電波暗室 

         ・車と家庭環境下での総合試験のご提供 

         ・ プライベート規格対応試験の充実化 

       ◇ 大型シールドルーム 

         ・ LED関連製品の総合試験サービスの提供 

         ・ エコ関連製品の対応強化  

    ◇  評価実験室  

         ・評価・対策支援等の計測サービスの拡大 

         ・専門技術有資格者（iNARTE）による対策支援 

         ・開発段階からの設計支援 

 

 

対象年度 

11 10 09 08 07 

■ 車載 

■ 照明 

業界別売上高推移 
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□ EMC事業部 

□ TEL：0495-22-8411 

□ 担当：多田 雅則 

 

□ E-mail： oeg-emc-div@oki.com 

□ URL： http://www.oeg.co.jp/ 

 

ご清聴いただき、ありがとうございました 

》お問合せ先 

ご連絡をお待ちしております 


